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地元住民との同意書締結!!

平
成
２
年
よ
り
稼
動
中
の
常
総

環
境
セ
ン
タ
ー
（
現
ご
み
処
理
施

設
）
が
老
朽
化
や
環
境
規
制
へ
の

対
応
と
い
っ
た
問
題
に
よ
り
、
早

急
な
建
替
え
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
施
設
の
建
替
え
に
は

周
辺
住
民
と
の
合
意
形
成
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
地
元
住
民

が
組
織
す
る
ク
リ
ー
ン
守
谷
協
議

会
と
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
地
元
住
民
よ
り
要

望
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対

し
て
、
構
成
市
の
住
民
と
周
辺
住

民
な
ど
を
委
員
と
し
た
常
総
環
境

セ
ン
タ
ー
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

ご
み
処
理
施
設
を
更
新
す
る
に
あ

た
っ
て
の
課
題
の
解
決
方
法
の
検

討
や
周
辺
住
民
の
健
康
診
断
を
実

施
す
る
な
ど
し
て
、
対
応
し
て
き

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
地
域
振
興
策
な
ど

の
同
意
条
件
が
成
立
し
た
た
め
、
本

年
３
月
27
日
に
ク
リ
ー
ン
守
谷
協

議
会
役
員
と
正
副
管
理
者
に
よ
り
、

同
意
書
締
結
の
調
印
式
を
行
い
ま

し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
第
三
次
ご
み
処

理
施
設
の
建
設
工
事
に
着
手
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
平

成
22
年
度
完
成
を
め
ざ
し
、
事
業

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

新
施
設
は
、
ご
み
焼
却
施
設
が
、

処
理
能
力
２
５
８
ｔ
／
日
で
、
余

熱
利
用
と
し
て
発
電
や
組
合
施
設

へ
の
蒸
気
・
温
水
の
供
給
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

が
処
理
能
力
１
２
７
ｔ
／
５
ｈ
で
、

破
砕
設
備
や
選
別
回
収
設
備
の
ほ

か
リ
サ
イ
ク
ル
工
房
を
整
備
す
る

予
定
で
す
。

焼却施設
処理能力 258トン/日（86トン/日×３炉）
処理方式 ガス化溶融炉

リサイクル施設
処理能力 127トン/５時間

処理方法 資源物選別、破砕、粗大ごみ選別、廃プラスチック類
圧縮梱包

新ごみ処理施設イメージ図

新
環
境
セ
ン
タ
ー
建
設
へ正副管理者とクリーン守谷協議会会長が同意書調印

クリーン守谷協議会役員が署名、調印



じ ょ う そ う 第37号（２)平成19年４月24日発行

合
意
形
成
の
経
過

　

ご
み
処
理
施
設
の
建
替
え
は
、
平
成

13
年
よ
り
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
、
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
建
替
え
に
は
、
地
元
住
民

の
同
意
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
地
元
住

民
が
組
織
す
る
ク
リ
ー
ン
守
谷
協
議
会

と
同
意
締
結
に
向
け
て
協
議
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
建
設
場
所
や
ご
み
の
減

量
化
な
ど
の
課
題
を
圏
域
住
民
全
体
で

検
討
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
構
成
市
の
住
民
と
環

境
セ
ン
タ
ー
周
辺
住
民
な
ど
を
委
員
と

し
た
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
建
替
え
の
課
題
や
ご
み
の

減
量
化
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
16
年
に
一
部
に
つ

い
て
合
意
を
し
、
建
替
え
の
た
め
の
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、地
域
へ
の
施
策
な
ど
を
検
討
・

協
議
を
重
ね
、
本
年
3
月
27
日
に
建
替

え
に
対
す
る
同
意
書
を
締
結
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
建
替
え
工
事
に
着
手

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

同
意
書
の
確
認
事
項
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
焼
却
炉
の
規
模
縮
小

　

将
来
の
排
出
量
等
を
抑
制
す
る
こ
と

に
よ
り
、
大
幅
な
規
模
の
縮
小
を
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

②
第
四
次
計
画
の
取
組
み

　

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
検
討
委
員
会
の

中
に
設
置
し
た
ご
み
処
理
施
設
の
あ
り

方
専
門
部
会
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と

と
し
、
第
三
次
更
新
施
設
稼
動
後
、
速

や
か
に
協
議
す
る
。

③
ご
み
問
題
の
取
組
み

　

循
環
型
社
会
構
築
の
た
め
、
組
合
・

関
係
市
及
び
住
民
が
一
体
と
な
り
、
ご

み
問
題
の
解
決
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

す
る
。

④
住
民
の
特
別
健
康
診
断

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
人
体
に
対
す
る

影
響
に
つ
い
て
、
説
明
資
料
を
作
成
し
、

全
戸
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
希
望
者

全
員
の
健
康
調
査
を
実
施
し
た
。

　

そ
の
測
定
結
果
は
、
全
員
問
題
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
。

⑤
合
意
書
に
基
づ
く
地
域
振
興
策

　

生
ご
み
堆
肥
化
事
業
の
実
施
、
白
寿

荘
の
建
替
え
、
地
元
住
民
に
対
す
る
広

域
施
設
の
優
待
、
ご
み
処
理
施
設
搬
入

道
路
の
拡
幅
、
不
法
投
棄
監
視
体
制
の

強
化
な
ど
。

新
し
い
ご
み
処
理
施
設

　

新
し
く
建
替
え
る
ご
み
処
理
施
設
は
、

ご
み
焼
却
施
設
と
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で

構
成
さ
れ
、
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
22

年
度
の
4
ヵ
年
で
整
備
を
し
て
い
き
ま

す
。

　

ご
み
焼
却
施
設
は
1
日
24
時
間
運
転

で
2
5
8
ト
ン（
86
ト
ン
／
日
×
3
炉
）

の
処
理
能
力
を
持
つ
、
ガ
ス
化
溶
融
炉

で
す
。
こ
の
処
理
方
式
は
、
可
燃
ご
み

を
高
温
で
溶
か
し
た
も
の
を
冷
ま
し
て

砂
状
に
し
、
路
盤
材
な
ど
に
再
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
余
熱
利

用
と
し
て
運
動
公
園
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

な
ど
へ
の
熱
供
給
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
は
1
日
5
時
間
運

転
で
1
2
7
ト
ン
の
処
理
能
力
を
持
ち
、

資
源
物
選
別
設
備
（
缶
、
ビ
ン
）、
破

砕
設
備
、
粗
大
選
別
設
備
、
廃
プ
ラ
類

圧
縮
梱
包
設
備
を
整
備
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
の
排
ガ
ス
、
排
水
、

騒
音
、
振
動
、
悪
臭
等
の
環
境
負
荷
に

つ
い
て
は
、
公
害
防
止
基
準
に
適
合
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、　

こ
の

基
準
値
を
下
回
っ
た
当
施
設
独
自
の
公

害
防
止
基
準
値
を
設
定
し
、
周
辺
環
境

の
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
国
の
指
針

に
則
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
廃
棄

物
の
「
適
正
処
理
」
か
ら
「
循
環
型
社

会
の
形
成
」
を
め
ざ
し
、
人
口
動
向
や

ご
み
の
減
量
化
施
策
に
基
づ
い
た
規
模

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

旧
施
設
の
解
体
は
平
成
22
年
度
か
ら

23
年
度
の
2
ヵ
年
で
順
次
解
体
し
、
旧

施
設
の
跡
地
は
運
動
公
園
と
し
て
整
備

を
い
た
し
ま
す
。

生
ご
み
堆
肥
化
事
業

　

当
組
合
で
は
、
環
境
セ
ン
タ
ー
周
辺

住
民
と
の
同
意
条
件
で
あ
り
、
ま
た
、

ご
み
減
量
化
の
施
策
の
ひ
と
つ
で
も
あ

る
小
規
模
の
生
ご
み
堆
肥
化
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　

堆
肥
化
施
設
は
組
合
隣
接
地
を
借
用

し
、
敷
地
面
積
約
7
，
0
0
0
㎡
、
施

設
の
規
模
は
1
日
当
り
3.8
ト
ン
の
処
理

能
力
を
持
ち
、
建
物
内
は
、
堆
肥
化
工

場
、
製
品
置
場
（
整
菌
場
）、
袋
詰
工

場
に
そ
れ
ぞ
れ
区
分
配
置
し
、
延
べ
床

面
積
は
約
1
，
3
0
0
㎡
で
す
。

　

処
理
方
式
は
、
生
ご
み
を
微
生
物
処

理
に
よ
り
醗
酵
さ
せ
、
約
1
ヶ
月
で
堆

肥
化
す
る
と
い
う
も
の
で
、
ま
ず
、
生

ご
み
と
種
菌
を
1
対
2
の
割
合
で
混
合

し
、
こ
れ
を
山
積
み
し
、
発
酵
さ
せ
る

堆
積
醗
酵
方
式
（
通
気
型
）
を
採
用
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
で
、
家
庭
の
生
ご
み
を
週

2
回
収
集
し
、
堆
肥
化
ま
で
の
作
業
を

試
験
的
に
実
施
し
て
い
く
な
か
で
、

様
々
な
問
題
点
、
課
題
を
抽
出
し
、
解

決
策
を
講
じ
て
、
将
来
、
本
格
的
な
生

ご
み
堆
肥
化
事
業
の
導
入
を
検
討
し
て

い
く
も
の
で
す
。

　

堆
肥
化
事
業
を
円
滑
に
す
す
め
る
た

め
に
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
家
庭
か
ら

の
生
ご
み
の
分
別
排
出
（
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
、
割
り
箸
、
た
ば
こ
な
ど
の
異
物

が
入
ら
な
い
）
が
必
須
条
件
と
な
っ
て

き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
は
常
総
広
域
圏
内

の
市
民
の
皆
さ
ん
2
，
0
0
0
世
帯
に
、

ご
家
庭
で
出
る
生
ご
み
の
分
別
排
出
に

つ
い
て
協
力
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
お
住
ま

い
の
市
よ
り
協
力
世
帯
の
募
集
案
内
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
み
を
資
源
に
す
る

と
い
う
こ
の
生
ご
み
堆
肥
化
事
業
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

常
総
運
動
公
園
の
利
用
制
限

　

新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に
伴
い
運

動
公
園
の
一
部
が
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
利
用
で
き
な
く
な
る
予
定
の
施

設
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆ 

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

◆ 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
全
8
面
の
う
ち
2

面
が
利
用
で
き
な
く
な
り
、
練
習
コ

ー
ト
も
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

◆ 

現
在
の
児
童
遊
園
は
利
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
一
部
の
遊
具

を
屋
外
プ
ー
ル
隣
の
敷
地
に
移
設
し
、

仮
設
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

野球場

陸上競技場

自由広場

テニスコート
常総環境センター

屋外プール

老人福祉センター
白寿荘

常総ふれあい
スポーツセンター

建設地
ごみ処理施設

野球場

陸上競技場

自由広場

テニスコート
常総環境センター

屋外プール

老人福祉センター
白寿荘

常総ふれあい
スポーツセンター

建設地

一部遊具の
移設地

ごみ処理施設

生ごみ堆肥化施設
建設地

ごみ処理施設配置図

ふた付バケツで分別保管

生ごみの堆肥化フロー

専用袋で排出

農 園・農 地

堆肥袋詰め

一 次 発 酵

二 次 発 酵

生ごみ搬入

破 袋・分 別

種 菌 混 合

戸 別 回 収

整 菌

一
般
家
庭

堆
肥
化
施
設
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議
会
報
告

《
開
催
日
》
５
月
25
日（
金
）

《 

内
容
》
予
選
リ
ー
グ
を
行
い
、

決
勝
戦
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

《
募
集
チ
ー
ム
》
各
市
５
チ
ー
ム

《 

募
集
期
間
》
４
月
５
日
〜
４
月

25
日

《
申
込
場
所
》
各
市
の
担
当
窓
口

白
寿
将
棋
大
会

《
開
催
日
》
６
月
15
日（
金
）

《 

内
容
》
Ａ
･
Ｂ
･
Ｃ
級
別
リ
ー

グ
戦

《
募
集
人
員
》
各
市
約
15
名

《 

募
集
期
間
》
４
月
25
日
〜
５
月

16
日

《
申
込
場
所
》
各
市
の
担
当
窓
口

白
寿
舞
踊
発
表
会

《
開
催
日
》
６
月
29
日（
金
）

《 

内
容
》
各
種
舞
踊
を
自
由
発
表

《
募
集
人
員
》
各
市
約
10
組

《 

募
集
期
間
》
５
月
10
日
〜
５
月

30
日

《
申
込
場
所
》
各
市
の
担
当
窓
口

白
寿
囲
碁
大
会

《
開
催
日
》
９
月
７
日（
金
）

《 

内
容
》
Ａ
･
Ｂ
･
Ｃ
級
別
リ
ー

グ
戦

《
募
集
人
員
》
各
市
約
15
名

《 

募
集
期
間
》
７
月
19
日
〜
８
月

８
日

《
申
込
場
所
》
各
市
の
担
当
窓
口

白
寿
荘
行
事
申
込
窓
口

● 

常
総
市
社
会
福
祉
協
議
会 

℡（
23
）2
2
3
3

● 

取
手
市
社
会
福
祉
協
議
会 

℡（
73
）3
0
1
0

● 

守
谷
市
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉

グ
ル
ー
プ　

℡（
45
）1
1
1
1

●
つ
く
ば
み
ら
い
市
社
会
福
祉
課

　

℡（
58
）2
1
1
1

● 

坂
東
市
社
会
福
祉
協
議
会 

℡（
35
）4
8
1
1

《 

開
催
日
時
》
6
月
13
日（
水
）・

14
日（
木
）・
15
日（
金
）・
20
日

（
水
）・
21
日（
木
）22
日（
金
）・

27
日（
水
）・
28
日（
木
）の
8
日

間
の
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

《 

会
場
》
常
総
運
動
公
園
温
水
プ

ー
ル

《 

対
象
者
及
び
募
集
人
員
》
常
総

広
域
圏
内
に
お
住
ま
い
で
18
歳

以
上
の
初
心
者
の
方
35
名（
申
込

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

《 

参
加
費
》
1
，5
0
0
円

《 

申
込
方
法
》
往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
常
総
運
動
公
園

管
理
事
務
所
ま
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。（
返
信
し
ま
す
の
で
、

必
ず
往
復
は
が
き
で
お
願
い
し

ま
す
。）〒
３
０
２
‐
０
１
１
７

守
谷
市
野
木
崎
４
７
０
０
常
総

運
動
公
園　

℡
０
２
９
７（
48
）

５
６
７
５

《 

申
込
締
切
日
》
6
月
2
日（
土
）

締
切（
当
日
消
印
有
効
）

ビ
デ
オ
撮
影
講
座

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
基
本
的
な
操
作

や
撮
影
方
法
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

《 

内
容
》
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
取
扱

い
、
撮
影
の
講
義
、
屋
外
で
の

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
撮
影
実
習

《 

日
時
》
平
成
19
年
５
月
20
日

（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

《 

場
所
》
組
合
管
理
事
務
所

《 

募
集
人
員
》
20
名（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
）

《 

対
象
者
》
常
総
広
域
圏
内
に
在

勤
・
在
住
の
方（
学
生
は
除
く
）

《
受
講
料
》
無
料

《 

持
参
す
る
も
の
》
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
一
式（
付
属
品
、
テ
ー
プ
含

む
）、
筆
記
用
具
、
昼
食

《 

申
込
期
限
》
平
成
19
年
５
月
７

日（
月
）午
後
５
時
ま
で

《 

申
込
方
法
》
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事

務
局
ま
で
電
話
ま
た
は
直
接
申

し
込
み
下
さ
い
。

《 

℡ 

０
２
９
７（
48
）２
３
３
９

デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
撮
影

し
た
映
像
を
パ
ソ
コ
ン
で
編
集
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

《 

内
容
》
編
集
の
講
義
、
映
像
、

タ
イ
ト
ル
、
音
声
編
集

《 

日
時
》
平
成
19
年
６
月
17
日

（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

《 

場
所
》
組
合
管
理
事
務
所

《 

募
集
人
員
》
15
名（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
）

《 

対
象
者
》
常
総
広
域
圏
内
に
在

勤
・
在
住
の
方（
学
生
は
除
く
）

《 

受
講
料
》
無
料

《 

持
参
す
る
も
の
》
筆
記
用
具
、

昼
食

《 

申
込
期
限
》
平
成
19
年
５
月
31

日（
木
）午
後
５
時
ま
で

《 

申
込
方
法
》
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事

務
局
ま
で
電
話
ま
た
は
直
接
申

し
込
み
下
さ
い
。

《
℡ 

０
２
９
７（
48
）２
３
３
９

子
供
会
で
の
映
画
会
や
集
会
等
で

映
画
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

《 

内
容
》
講
義
、
操
作
指
導
及
び

練
習

《 

日
時
》
平
成
19
年
６
月
10
日

　
（
日
）午
後
１
時
〜
午
後
５
時

《 

場
所
》
組
合
管
理
事
務
所

《 

募
集
人
員
》
30
名（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
）

《 

対
象
者
》
常
総
広
域
圏
内
に
在

勤
・
在
住
ま
た
は
学
生
の
方（
高

校
生
以
上
）

《
受
講
料
》　

無
料

《 

持
参
す
る
も
の
》
筆
記
用
具

《 

申
込
期
限
》
平
成
19
年
６
月
４

日（
月
）午
後
５
時
ま
で

《 

申
込
方
法
》
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事

務
局
ま
で
電
話
ま
た
は
直
接
申

し
込
み
下
さ
い
。

《 

℡ 

０
２
９
７（
48
）２
３
３
９

ビ
デ
オ
教
室
が
開
講
以
来
、
10
年

を
迎
え
ま
す
。
お
か
げ
様
で
多
く

の
方
に
受
講
し
て
い
た
だ
き
、
好

評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

日
頃
の
感
謝
と
10
周
年
を
記
念
し

て
映
像
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま

す
。
あ
な
た
の
日
頃
の
成
果
を
試

し
て
み
ま
せ
ん
か

《 

応
募
資
格
》
常
総
広
域
圏
内
に

在
住
・
在
勤
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の

方（
個
人
・
団
体
は
問
い
ま
せ
ん
）

《
募
集
作
品
》

　

①
作
品
の
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。

（ 

反
社
会
的
な
テ
ー
マ
・
内
容
は

除
き
ま
す
）

　

 

②
未
発
表
作
品
。

　

③
上
映
時
間
は
10
分
以
内

　

 

④
応
募
は
、ビ
デ
オ
テ
ー
プ（
Ｖ

Ｈ
Ｓ
、
Ｄ
Ｖ
Ｃ
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
。

　

 

⑤
応
募
は
、
１
人
又
は
１
団
体

で
３
点
以
内
。
但
し
、
作
品
は

１
作
品
毎
に
１
本
の
メ
デ
ィ
ア

に
収
録
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

《 

応
募
方
法
》
応
募
先
の
窓
口
に

あ
る
応
募
票
に
記
入
し
、
作
品

１
点
に
つ
き
１
枚
ず
つ
添
付
し

て
、
持
参
又
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。（
但
し
、
郵
送
の
場
合
は
、

常
総
広
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
事
務
局
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。）

《
応
募
先
》
〒
３
０
２
‐
０
１
１
７

　

 

守
谷
市
野
木
崎
２
５
２
２　

常
総

広
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
務

局 

℡
０
２
９
７（
48
）２
３
３
９

　

◆
各
市
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
窓
口

　

・
常
総
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

・ 

取
手
市
藤
代
庁
舎
ス
ポ
ー
ツ

生
涯
学
習
課

　

・
守
谷
市
生
涯
学
習
課

　

・ 

つ
く
ば
み
ら
い
市
生
涯
学
習
課

　

・ 

坂
東
市
生
涯
学
習
課
「
猿
島

公
民
館
」

《 

締
め
切
り
》
平
成
19
年
10
月
31

日（
水
）必
着

※ 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
応
募

先
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
第
30
回
白
寿
書
道
展

　

参
加
作
品　

21
点（
2
月
9
日
）

特
選　

高
橋　

英
子（
取
手
市
）

金
賞　

加
藤　

和
夫（
取
手
市
）

銀
賞　

佐
藤　

重
晴（
守
谷
市
）

銅
賞　

新
井　

り
ん（
常
総
市
）

●
第
30
回
白
寿
の
ど
自
慢
民
謡
大
会

　

参
加
者　

30
人　
（
2
月
23
日
）

優　

勝　

海
老
原
利
雄（
取
手
市
）

準
優
勝　

茂
呂　

博　
（
常
総
市
）

第
三
位　

大
滝　

ウ
メ（
常
総
市
）

●
第
18
回
白
寿
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　

参
加
者　

90
人　
（
3
月
16
日
）

優　

勝　

高
橋
千
代
乃（
守
谷
市
）

準
優
勝　

岡
田　

太
一（
常
総
市
）

第
三
位　

伊
藤　

哲
夫（
守
谷
市
）

● 

第
26
回
常
総
広
域
圏
小
学
生
な

わ
と
び
大
会　
　
（
5
月
25
日
）

記
録
上
位
者

男
子
時
間
と
び
5
年
1
位

　

小
池
卓
武（
郷
州
小
）27
分
38
秒

男
子
二
重
と
び
6
年
1
位

　

坪
内
寛
樹（
郷
州
小
）6
3
7
回

大
会
新
記
録

女
子
時
間
と
び
5
年
1
位

　

飯
泉
友
莉（
十
和
小
）24
分
4
秒

女
子
二
重
と
び
6
年
1
位

　

種
田
実
紅（
七
郷
小
）2
5
0
回

● 

第
27
回
常
総
広
域
圏
親
善
サ
ッ

カ
ー
大
会　
（
3
月
4
・
18
日
）

優　

勝　

Ａ
Ｃ
蜜
柑 

（
常
総
市
）

準
優
勝　

ス
リ
ー
セ
ブ
ン（
坂
東
市
）

第
三
位　

Ｓ
・
Ｒ
・
Ｃ （
坂
東
市
）

第
三
位　
Ｊ
．Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｓ（
常
総
市
）

募
集
コ
ー
ナ
ー

常
総
地
方
老
人
福
祉 

セ
ン
タ
ー「
白
寿
荘
」

常
総
運
動
公
園

常
総
広
域
視
聴
覚

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

結
果
報
告

議
会
報
告

◇
議
会
全
員
協
議
会（
9
月
4
日
）

・ 

第
三
次
ご
み
処
理
施
設
更
新

事
業
の
推
進
状
況
報
告

・ 

障
害
者
施
設
整
備
事
業
の
推

進
状
況
報
告

・ 

常
総
広
域
消
防
の
一
元
化
に

つ
い
て

◇
組
合
議
会
臨
時
会（
9
月
4
日
）

・ 

購
入
契
約
の
締
結

（ 

絹
西
出
張
所
配
備
予
定
の
高

規
格
救
急
自
動
車
購
入
）

・ 

平
成
18
年
度
組
合
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
2
号
）

（ 

歳
入
歳
出
6
億
6
千
3
百
60

万
円
増
額
し
、
63
億
4
千
3

百
44
万
5
千
円
と
し
た
）

◇
議
会
全
員
協
議
会（
11
月
9
日
）

・ 

ク
リ
ー
ン
守
谷
協
議
会
か
ら

の
地
域
振
興
策
再
要
求
書
に

つ
い
て

・ 

障
害
者
施
設
の
管
理
運
営
に

つ
い
て

・ 

収
入
役
制
度
廃
止
及
び
会
計

管
理
者
設
置
に
伴
う
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

◇
組
合
議
会
定
例
会（
11
月
9
日
）

・ 

指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定

（ 

指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
た

め
の
条
例
制
定
）

・ 

工
事
契
約
の
締
結

（ 

障
害
者
支
援
施
設
建
設
工
事
）

・ 

平
成
17
年
度
組
合
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

（ 

歳
入
51
億
3
千
74
万
6
千
1

百
19
円
、
歳
出
48
億
3
千
3

百
84
万
9
百
45
円
の
認
定
）

◇
議
会
全
員
協
議
会（
2
月
23
日
）

・ 

第
三
次
ご
み
処
理
施
設
更
新

事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

・ 

地
元
住
民
の
同
意
取
得
に
つ

い
て

・ 

ご
み
焼
却
施
設
の
機
種
選
定

に
つ
い
て

◇
組
合
議
会
定
例
会（
2
月
23
日
）

・ 

組
合
特
別
職
の
職
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

（ 

収
入
役
制
度
廃
止
及
び
会
計

管
理
者
設
置
に
伴
う
条
例
の

改
正
）

・ 

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

（ 

市
町
村
合
併
に
伴
う
運
営
委

員
の
定
数
改
正
）

・ 

平
成
18
年
度
組
合
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
3
号
）

（ 

歳
入
歳
出
1
億
1
千
3
百
89

万
4
千
円
増
額
し
、
64
億
5

千
7
百
33
万
9
千
円
と
し
た
）

・ 

平
成
19
年
度
組
合
一
般
会
計

予
算

（ 

歳
入
歳
出
75
億
3
千
7
百
16

万
8
千
円
の
一
般
会
計
予

算
）

16
ミ
リ
映
写
機

操
作
講
習
会

初
心
者
水
泳
教
室

受
講
者
募
集

ビ
デ
オ
編
集
講
座

「
パ
ソ
コ
ン
編
集
編
」

高
齢
者

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

映
像
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集
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障害者支援施設

「常総ふれあいの杜
もり

」
が完成

─平成19年度の組合予算概要─

地元住民との同意書締結!!

諸収入

財産収入

1,605万円
(0.2%)

8,901万円
(1.2%)

繰越金

使用料及び手数料

国庫支出金

組合債

2億4,360万円
(3.2%)

(3.6%)

6億6,276万円
(8.8%)

15億950万円
(20.0%)

2億6,954万円

歳入
75億3,717万円

負担金及び分担金
47億4,671万円
(63.0%)

衛生費
42億3,948万円23億5,801万円

消防費

3億3,795万円
公債費

2億5,635万円
土木費

(31.3%)

(4.5%)

(3.4%)

1億8,452万円
(2.4%)

民生費

1億2,927万円
(1.7%)

総務費

2,572万円(0.3%)
予備費/教育費/議会費

(56.2%)

442万円(0.1%)
145万円(0.1%)

歳出
75億3,717万円

構成４市からの負担金
ごみ処理施設建替事業などの借入金
ごみ処理施設建替事業などの事業に対して
国から事業経費として受けるもの
公園施設や白寿荘の使用料、
ごみ処理・危険物取扱の手数料
前年度からの繰越金
資源物や廃プラスチック固形燃料の売払代
預金利子や他の科目に分類できない収入

衛生費：常総環境センターの管理運営経費、
ごみ処理施設更新事業費

消防費：消防の管理運営経費、救助工作自動車購入費
公債費：組合が借り入れたお金の返済金
土木費：常総運動公園の管理運営経費
民生費：白寿荘の管理運営経費、障害者施設整備事業費
総務費：組合事務棟の維持経費、職員共同研修経費、

防災センターの運営経費など
教育費：教育委員会及び視聴覚ライブラリー運営経費
議会費：議会関係の運営費

歳出説明

歳入説明
分担金及び負担金：

組合債：
国庫支出金：

使用料及び手数料：

繰越金：
財産収入：
諸収入：

　

平
成
19
年
度
の
組
合
一
般
会
計
予
算
が
、
２
月
の
第
１
回
組
合
議

会
定
例
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
の
総
額
は
75
億
3
千
7
百
16
万

8
千
円
と
な
り
、
前
年
度
比
較
で
19
億
2
千
4

百
92
万
3
千
円
、
率
に
し
て
3
4
.
3
％
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。
ご
み
処
理
・
消
防
等
の
サ

ー
ビ
ス
を
有
効
的
か
つ
効
率
的
に
住
民
の
皆
様

に
提
供
し
て
い
く
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
増
額
の
主
な
も
の
は
、
平
成
22
年
度
稼
動

開
始
予
定
の
環
境
セ
ン
タ
ー
建
替
工
事
費
に
よ

る
も
の
で
す
。

─平成19年度の組合予算概要─

障害者支援施設

「常総ふれあいの杜
もり

」
が完成

訓練棟

入居棟

8月開所

 施設概要
〇所 在 地 常総市大生郷町1880番地
〇構　　造  入居棟：木造平屋建

訓練棟・交流ホール棟：鉄骨造平屋建
〇面　　積  敷　地：20,093㎡

延　床：3,165㎡
〇入居定員 60名（短期入所４名含）
〇施設内容 入 居棟

居室（一人部屋13㎡）60室、浴室、
医務・看護室、相談室など

 訓 練棟・交流ホール棟
多目的活動室、機能回復訓練室、
創作活動室、事務室など

　常総広域が整備を進めていた障害者支援施設
「常総ふれあいの杜」が完成しました。すでに入
所者を募集し、定員を超える応募がありました。
現在は、開所に向けて準備を進めています。

〒
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障害者支援施設

大生郷工業団地

菅原天満宮

北出張所

流通センター
水海道

菅原郵便局

ガーデン
筑波キングス

青少年の家

東
仁
連
川

水海道消防署

元三大師

大生郷駐在所

坂野家住宅

至
守
谷

至
下
妻

至坂東

JAホール
水海道


